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平戸
のの

チカラ
このコーナーでは平戸で元気に頑張っている女性の皆さんをご紹介します
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コーラスグループ「ひまわり」

　

鏡
を
見
な
が
ら
歌
う
彼
女
た
ち

の
レ
ッ
ス
ン
は
と
て
も
絵
に
な
っ

た
。
リ
ー
ダ
ー
の
方
は
、
「
歌
を

通
し
て
地
域
を
活
性
化
し
て
い
き

た
い
」
と
。
そ
の
声
は
頼
も
し

い
。
皆
が
一
カ
所
に
集
ま
っ
て
輪

に
な
っ
て
心
が
一
つ
に
な
る
。
歌

を
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
人
の
輪
が

で
き
る
。
指
導
者
の
岩
田
先
生

は
、
「
皆
さ
ん
努
力
家
で
素
直
に

一
生
懸
命
練
習
に
励
む
の
で
成
長

が
早
い
で
す
。
私
も
楽
し
く
指
導

す
る
事
が
で
き
ま
す
。
」

　

舞
台
に
立
っ
た
時
、
見
て
い
る

人
が
一
緒
に
歌
う
こ
と
で
一
体
感

が
生
ま
れ
、
「
皆
さ
ん
に
も
生
の

歌
を
聞
い
て
ほ
し
い
！
」
と
皆
の

声
が
弾
む
。
自
分
の
歌
っ
て
い
る

表
情
を
考
え
る
だ
け
で
、
笑
顔
が

生
ま
れ
、
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
「
自
分
が
楽
し
い
の

で
、
他
の
人
に
対
し
て
も
笑
顔
で

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
、
自
分
を
振
り
返
る
会
員
。

　

南
部
地
区
の
行
事
を
中
心
に
参

加
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。
歌
を
通

し
て
地
域
を
見
つ
め
、
世
界
平
和

を
奏
で
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
と
て

も
す
て
き
で
し
た
。　
　
　
　

  

（
小
山
田
輔
雄
）

編

集

後

記

　コーラスグループ「ひまわり」は、25人のメンバーで、毎
月第２・第４木曜日に多目的研修センターで練習されていま
す。館内に響き渡るすてきな歌声をあたなも一緒に奏でてみ
ませんか。
活動を始めたきっかけは？
　10年前、地域の敬老会の出し物として20数人の混声メン
バーでコーラスを披露した際に、ご老人の皆さんが涙を流し
て喜んでくださったことがきっかけです。その姿を見て、私
たち自身も感動を覚えるとともに、コーラス（歌）にはまち
を明るく元気にする力がある。みんなで「まち」を「人」を
元気にしたいという思いで活動を始めました。おかげさま
で、今年８月で結成９年を迎えることができました。
どのような活動をされていますか？
　南部地区で開催される奥ひらど文化祭やホタルまつり、津
吉茶市などのイベント、老人ホームの敬老会やお祭りの時な
どに歌声を披露しています。皆さん楽しそうに一緒に歌を口
ずさんでくださり、楽しくすてきな時間を共有しています。
　また、今年は一緒に津吉茶市を盛り上げようと初めてカフェ
をオープンし、皆さんに喜んでいただきました。
　歌を歌うと肺活量がアップして健康になれますし、認知症
予防にも効果的だと思っています。また、練習などに参加す
るために、定期的に出かけるきっかけを作ることで、引きこ
もり防止にもなるのではないでしょうか。
今後の目標を教えてください。
　メンバーも十人十色、みんないろいろな考えを持っていま
すが、１カ所で同じ歌をみんなで歌うと心が一つになり、こ
の一体感・団結力が聞く人にも届くのではないかと思ってい
ます。南部地区には頑張っている人がたくさんいます。
　私たちはこれからも、このすてきな地域で歌を通じて元気
を発信していきます。 ▲ホタルまつりでの発表の様子

（上中津良公会堂にて）

▲奥ひらど文化祭での発表の様子
（多目的研修センターにて）

▲練習の様子
　（多目的研修センターにて）
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出典：長崎県病院企業団ホームページ

（単位：円） （単位：円）

【平成29年度に実施されたわくわくドキドキ子どもジョブチャレンジ事業の様子】

９月定例会　９月定例会　 ここに注目!ここに注目!９月定例会　９月定例会　９月定例会　 ここに注目!ここに注目!ここに注目!

注目①
物品購入契約の締結について（平戸市ＩＣＴ教育推進整備事業）

注目④
平成30年度平戸市病院事業会計補正予算（第１号）

注目②
平成30年度平戸市一般会計補正予算（第３号）中、「（仮称）平戸観光交流センター整備事業」

注目③
平成30年度平戸市一般会計補正予算（第３号）中、「わくわくドキドキ子どもジョブチャレンジ事業」

　本市市立病院（平戸市民病院、生月病院）の医師の給与は、長崎県病院企業団の離島病院（五島中央
病院など）および近隣民間病院の医師給与と比較すると低水準であることから、本年４月から両市立病
院の管理職・医師が参加する経営検討会・管理者会の中で引き上げについて検討を重ね、９月定例会に
医師手当（月額）を副院長以上の管理職は５万円、管理職以外は10万円加算する補正予算が提案された。
　市民の命を守る医師を確保するためには、給与改定は必要であることを認め、可決した。

　昨年度好評だった「わくわくドキドキ子どもジョブチャレンジ事業」を本年度も実施（平成31年３
月予定）。地元企業、大手旅行代理店、子ども向け職業体験型テーマパークと連携し、市内外の子ど
もたちが市内でさまざ
まな職業を体験する。

事業費
　７５０万円

ＩＣＴ教育推進整備事業

　９月定例会が９月３日から14日までの12日間の日程で開催されました。
　今回提案された平成30年度一般会計・各特別会計・各事業会計補正予算、条例の一部改正についてな
ど、議案20件を慎重な審議の結果、原案のとおり承認・可決・同意しました。
　なお、平成29年度平戸市一般会計決算認定についてなど、決算関係議案13件が決算特別委員会に付託
され、９月19日から21日および25日から27日までの６日間の日程で審査を行いました。審査の内容
は、12月定例会で報告します。　　　　　　　

　児童・生徒の理解力向上を図るため、児童・生徒の実態に応じたＩＣＴ教育環境の整備を図り、
ＩＣＴを学びのツールとして活用することを目的に、現在、市内各小・中学校でＩＣＴ機器の導入
を進めている。

契約金額
　３，７２０万９，２４０円〔小学校費：2,060万7,156円／中学校費：1,660万2,084円〕

平成30年度に導入される機器
【小学校】
児童用タブレット機能付ＰＣ　67台
授業支援ソフト　　　　　　95ライセンス
その他（パソコン室用プリンタ６台など）

【中学校】
生徒用タブレット機能付ＰＣ　54台
授業支援ソフト　　　　　　74ライセンス
その他（パソコン室用プリンタ３台など）

児童・生徒用タブレット機能付ＰＣ１台あたりの金額

（本体および付属品等の内容）
・タブレット機能付ＰＣ
・21.5型ワイドディスプレイ
・拡張クレードル
※機器を設置した状態で充電やデータの転送などができる

・キーボード、マウス等付属品
・タブレットケース
・保守パック（５年）　など

機器が高額では！？
導入理由は？

　各小中学校のパソコン室に設置しているノー
トＰＣのＯＳ（基本ソフトウェア）のサポート
切れに備えるとともに、更新時期のノートＰＣ
を持ち運びができるタブレット機能付ＰＣに順
次切り替え中。新学習指導要領では、双方向の
授業が求められており、授業支援ソフトを導入
する必要がある。実証実験では、スペック（性
能）の低い安価なタブレット機能付ＰＣは、動
画再生や双方向の通信をする際に動きが悪くな
ることを確認した。また、安価なタブレット機
能付ＰＣを導入した他自治体でも同様の事例が
見られた。貴重な学習時間内に授業が滞ること
なく、効果的な学習を実施するためにも、今回
導入予定機器が必要。

委員会での審査内容は５ページをご覧ください。

市の回答

　（仮称）「平戸観光交流センター（レストハウス）」の建て替えに伴い、ボーリング調査、解体・
新築工事設計、解体工事に伴う建物影響調査、既存建物解体工事などを実施する。

事業費
　４，１８２万４，０００円
整備の方向
　新たな施設は、延べ床面積400㎡で木造平屋建てを予定。施設の内容は、観光客や市民などが自由
に休憩できるスペース（持ち込み飲食も可）や、ボールプール・滑り台など、子どもたちが雨天時で
も楽しく遊べる親子の広場、平戸のお土産を販売する物品販売スペースなどを整備予定。

【年収の比較】

医師免許
取得歴

10,861,600

11,600,800

13,329,600

14,014,400

15,313,696

16,097,248

17,064,576

17,790,464

13,087,648

13,849,024

15,197,088

15,902,432

12,472,640

12,592,640

12,916,480

13,900,160

△615,008

△1,256,384

△2,280,608

△2,002,272

13,672,640

13,792,640

14,116,480

15,100,160

584,992

△ 56,384

△ 1,080,608

△ 802,272

長崎県病院企業団

①島原病院 ②五島中央病院
①②の平均 平戸市民病院

①②平均
との比較

医師手当月額10万円
加算後の年収と①②

平均との比較

市立病院
【医師手当を月額10
万円加算した場合】

３年

６年

８年

12年

25万6,500円（税込）
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Ａ
　

●
歳
入
の
寄
附
金

カ
ト
リ
ッ
ク
山
田
幼
稚
園
が
平

成
30
年
３
月
末
で
閉
園
し
た
こ

と
に
伴
い
、
園
を
運
営
し
て
い
た
学
校

法
人
う
み
の
ほ
し
学
園
が
学
園
の
定

款
を
改
正
す
る
な
ど
し
、
市
に
対
し
一

般
寄
附
金
と
し
て
２
千
万
円
を
寄
附

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
学
園
に
対
す
る

配
慮
か
ら
使
途
が
限
ら
れ
て
く
る
の

か
。

一
般
寄
附
で
あ
り
、
使
途
に
制

限
は
な
い
も
の
の
、
寄
附
者
側

の
意
向
も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

配
慮
し
な
が
ら
寄
附
金
を
活
用
し
て

い
き
た
い
。【

財
務
部
企
画
財
政
課
】

現
在
、
海
事
職
７
人
、
臨
時
職

員
２
人
に
よ
っ
て
運
航
さ
れ
て
い

る
が
、
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
後
継
者
を
育
て
る
手
立
て
が
な
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
特
に
平
成

31
年
３
月
（
予
定
）
か
ら
大
型
化
さ

れ
た
新
船
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
確
実
な
運
航
が
求
め
ら
れ
る
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

免
許
を
取
得
す
る
た
め
の
研

修
場
所
は
県
外
に
し
か
な
く
、

免
許
を
持
た
な
い
臨
時
職
員
は
仕

事
を
休
み
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
受
講
期
間
は
無
給
と
な
る

な
ど
生
活
面
で
不
安
が
生
じ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
個
人
の
免
許
取
得
に
関
わ

る
も
の
と
し
て
補
助
制
度
は
設
け

て
こ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
臨
時
職
員
な
ど
を
募

集
し
て
も
応
募
が
な
い
こ
と
、
一

方
で
Ｕ
タ
ー
ン
者
な
ど
が
交
通
船

で
働
け
る
環
境
を
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
人
手
不
足
が
顕

著
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
な
が

ら
早
期
に
船
員
確
保
策
を
打
ち
出

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
引
き
続

き
海
上
自
衛
隊
な
ど
に
協
力
を
仰

ぎ
、
船
員
確
保
に
努
め
た
い
。

【
大
島
支
所
地
域
振
興
課
】

　
　

平
成
30
年
10
月
支
給
分
か
ら
改

正
予
定
の
医
師
給
与
に
つ
い
て
、

医
師
手
当
（
月
額
）
を
副
院
長
以
上

の
管
理
職
は
５
万
円
、
管
理
職
以
外

に
つ
い
て
は
10
万
円
を
加
算
し
た
理
由

は
何
か
。長

崎
県
病
院
企
業
団
と
比
較
し

た
場
合
、
医
師
給
与
の
水
準
が

低
い
こ
と
か
ら
、
本
年
４
月
か
ら
両

病
院
の
管
理
職
・
医
師
が
参
加
す
る

経
営
検
討
会
・
管
理
者
会
の
中
で
給

与
改
定
の
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　

病
院
の
経
営
面
を
考
慮
し
な
が
ら

も
医
師
確
保
の
打
開
策
の
一
つ
と
し

て
、
若
い
医
師
に
配
慮
し
た
医
師
手

当
を
定
額
と
す
る
改
正
内
容
に
管
理

職
の
理
解
を
得
て
決
定
し
た
。

医
師
給
与
を
引
き
上
げ
た
こ
と

を
医
師
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

な
が
さ
き
地
域
医
療
人
材
支
援

セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
医
師
の
出
身
医
局
を
通
じ
て
処

遇
改
善
を
図
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
医

師
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。

【
病
院
局
】

●
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
子
ど
も
ジ
ョ

　

ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
実
施
さ

れ
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
今
年
度
の
経
済
効
果
は
昨

年
を
下
回
る
試
算
額
と
な
っ
て
い
る
。

人
気
の
高
い
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
受
け
入

れ
人
数
の
拡
充
や
、
受
け
入
れ
体
制

の
充
実
に
よ
り
集
客
増
加
に
つ
な
げ
、

昨
年
以
上
の
実
績
は
望
め
な
い
の
か
。

参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
約
９
割
の
方
か
ら
好
評
の

結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
受
け
入
れ
施
設
の
拡
充
を
図

り
、
参
加
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

 

　

ま
た
、
昨
年
度
の
参
加
者
は
多
か

っ
た
も
の
の
、
観
光
施
設
の
入
館
者

の
増
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
は

改
善
す
べ
き
点
で
あ
り
、
今
年
度
は

周
知
や
実
施
方
法
の
見
直
し
を
含
め
、

入
館
者
数
の
増
加
に
つ
な
げ
る
な
ど

経
済
効
果
の
拡
大
に
向
け
努
力
し
て

い
き
た
い
。

【
文
化
観
光
商
工
部
観
光
課
】

●（
仮
称
）
平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ

　

ー
整
備
事
業

整
備
後
の
運
営
方
法
や
平
戸
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ（
官
民
な
ど
幅
広
い
連
携

に
よ
っ
て
地
域
観
光
を
積
極
的
に
推

進
す
る
法
人
組
織
）
の
姿
が
見
え
な

い
状
況
で
、
建
設
の
必
要
性
が
不
明

確
で
は
な
い
か
。

必
要
性
や
運
営
方
法
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
老
朽
化
の
ほ
か
、

市
民
や
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
観

光
協
会
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
組
織
す
る
こ
と

に
よ
り
、
平
戸
観
光
の
発
信
拠
点
と

し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。
平
戸
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
現
在
専
門
の

方
を
招
聘
し
３
年
間
を
か
け
て
組
織

を
立
ち
上
げ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

２
年
後
に
は
登
録
申
請
が
で
き
る
よ

う
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
方
針
等
を
検
討
中
で
あ
る
。

当
該
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
や
平
戸

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
拠
点
施
設
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
議
会
だ

け
で
な
く
多
く
の
市
民
に
説
明
で
き

る
資
料
を
作
成
し
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

施
設
の
管
理
運
営
面
と
平
戸
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
全
体
像
な
ど
を
含
め
、

３
月
ま
で
に
は
説
明
し
た
い
。

【
文
化
観
光
商
工
部
観
光
課
】

　
　●

平
戸
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
整
備 

　

事
業今

回
購
入
予
定
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

機
能
付
パ
ソ
コ
ン
が
一
般
的
に

使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
比
べ
、
高

額
で
高
ス
ペ
ッ
ク
（
性
能
）
の
機
器

で
あ
る
理
由
は
何
か
。

①
パ
ソ
コ
ン
室
に
設
置
し
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
が
更
新
時
期
で
あ
る

こ
と
。
ま
た
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

７
の
サ
ポ
ー
ト
期
間
終
了
に
伴

う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
か

ら
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

10

に
Ｏ
Ｓ

を
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

併
せ
て
、
体
育
や
屋
外
で
の
授

業
に
持
ち
出
し
て
活
用
で
き
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
機
能
を
有
す
る
パ

ソ
コ
ン
で
あ
る
こ
と
。

②
こ
れ
ま
で
活
用
し
て
い
る
教
材
を

継
続
し
て
使
用
す
る
た
め
に
機

器
が
限
定
さ
れ
る
。

③
教
師
が
児
童
生
徒
の
理
解
度
を
瞬

時
に
把
握
で
き
る
双
方
向
の
送
受

信
な
ど
、
児
童
生
徒
と
の
学
習
内

容
の
共
有
化
に
よ
り
円
滑
に
授
業

を
進
め
る
た
め
に
、
高
い
ス
ペ
ッ

ク
を
要
す
る
。

全
国
学
力
調
査
の
結
果
が
国
・

県
と
比
較
し
て
改
善
さ
れ
て
い

な
い
。平

戸
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に

お
い
て
、
平
成
31
年
度
に
国
・

県
の
平
均
を
上
回
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

な
が
ら
、
全
国
平
均
を
上
回
る
よ
う

取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

委
員
会
で
の
意
見

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
の
必
要
性
は

認
め
る
も
の
の
、
機
器
等
の
整
備
に

多
額
の
経
費
が
か
か
る
こ
と
。
ま
た
、

更
新
費
用
な
ど
将
来
の
費
用
負
担
が

増
大
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
意
見
も

多
い
。
来
年
度
以
降
に
計
画
し
て
い

る
機
器
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
機
種

の
選
定
な
ど
を
含
め
経
費
軽
減
に
努

め
な
が
ら
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る

よ
う
要
請
を
行
な
っ
た
。

【
教
委
教
育
総
務
課
・
学
校
教
育
課
】

●
市
道
山
中
・
紐
差
線
道
路
改
良
工

　

事
（
橋
梁
上
部
工
）

工
事
の
進
捗
率
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
供
用
開
始
は
い
つ

頃
と
な
る
の
か
。

進
捗
率
は
８
月
末
現
在
89
％
。

供
用
開
始
は
、
平
成
31
年
３
月

末
を
予
定
し
て
い
る
が
、
一
日
も
早

く
供
用
開
始
が
で
き
る
よ
う
工
事
を

進
め
て
い
き
た
い
。

【
建
設
部
建
設
課
】

カ成
Q

現員
Q

必は

Ａ

Ａ
免修

Ａ

平お

Ａ

施Ｄ

Ａ
整Ｄ
Qて

方
針当よ

Q

今機
Q

進供

Ａ
工る
Q

全県
Q

なセ

Ａ
長た

Ａ

参果

Ａ

医を
Q

平正
Q

これ
Q

総
務
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
文
教
委
員
会

平
成
30
年
度
平
戸
市
交
通
船
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▲平成31年３月（予定）から
　導入される新フェリー大島

▲導入予定機器と同型のタブレット
　機能付ＰＣ等

▲ＩＣＴを活用した授業の様子

▲橋梁上部工事の様子（深川町）

とかいせん2018. 11. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん 2018. 11. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん
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こ
こ
に
注
目

委
員
会
報
告

政
務
活
動
報
告

審
議
案
件

一
般
質
問

子
ど
も
議
会

こ
こ
に
注
目

委
員
会
報
告

審
議
案
件

政
務
活
動
報
告

一
般
質
問

子
ど
も
議
会

常任委員会報告

平
成
30
年
度
平
戸
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

平
成
30
年
度
平
戸
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
平
戸
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）



10
11
12
13
14

承認番号
２

議案番号
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89

平戸市国民保護計画の変更について
平成29年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
公益財団法人平戸市振興公社の経営状況を説明する書類の提出について
平成29年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等の報告について
専決処分の報告について
　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　名
専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　名
平成29年度平戸市一般会計決算認定について
平成29年度平戸市国民健康保険特別会計決算認定について
平成29年度平戸市後期高齢者医療特別会計決算認定について
平成29年度平戸市介護保険特別会計決算認定について
平成29年度平戸市農業集落排水事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市宅地開発事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市あづち大島いさりびの里事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市電気事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市駐車場事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市工業団地事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
平成29年度平戸市病院事業会計決算認定について
平成29年度平戸市交通船事業会計決算認定について
平戸市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
平成30年度平戸市一般会計補正予算（第３号）
平成30年度平戸市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
平成30年度平戸市介護保険特別会計補正予算（第１号）
平成30年度平戸市水道事業会計補正予算（第１号）
平成30年度平戸市病院事業会計補正予算（第１号）
平成30年度平戸市交通船事業会計補正予算（第１号）
公有水面埋立免許出願に係る意見について
工事請負契約の変更について
物品購入契約の締結について
物品購入契約の締結について
物品購入契約の締結について
平戸市教育長の任命につき同意を求めることについて
平戸市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

報告番号 結　果件　　　　　　　　　　名

９月定例会で審議された案件

報告済
〃
〃
〃
〃

結　果
承　認
結　果
継続審査
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

原案可決
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

同　意
〃

とかいせん2018. 11. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん 2018. 11. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん
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こ
こ
に
注
目

委
員
会
報
告

政
務
活
動
報
告

審
議
案
件

一
般
質
問

子
ど
も
議
会

こ
こ
に
注
目

委
員
会
報
告

審
議
案
件

政
務
活
動
報
告

一
般
質
問

子
ど
も
議
会

大
久
保　

堅
太

綾
香　

良
一

山
内　

清
二

山
本　

芳
久

竹
山　

俊
郎

　

住　

威
三
美

辻　

賢
治

松
本　

正
治

井
元　

宏
三

近
藤　

芳
人

神
田　

全
記

小
山
田　

輔
雄

松
尾　

実

山
内　

政
夫

田
島　

輝
美

山
田　

能
新

池
田　

稔
巳

山
﨑　
一
洋
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　賛否が分かれたが、可決された案件

15：2

議案名

  議員氏名
　（議席番号順） 反

対‥
賛
成

採
択
結
果

可決

○は賛成　●は反対　議長は、可否同数の時以外、採決に加わらない。
※その他の上程された議案については、議員の全員賛成で可決。

①中央省庁（東京都千代田区）

②諏訪中央病院（長野県茅野市）

福岡市：福岡市民会館
　　　　西南学院大学

全ての報告は、議会事務局にて閲覧できます。

政務活動報告
　政務活動費とは、市政に関する調査研究・市政と関連性があるその他の活
動に資するために必要な経費の一部として、会派に対し所属議員数に応じて
交付されるものです。（１人当たり月額１万円）

平  

伸  

会

大
地
の
会

日
本
共
産
党

７月２日～４日

①中央省庁（農林水産省、厚生労働省、
　国土交通省）政策研修

②地域医療の先進地視察

研修者氏名 研修・調査内容 研修地

近藤　芳人
綾香　良一
山田　能新
神田　全記
小山田　輔雄
山本　芳久
大久保　堅太
松本　正治
井元　宏三

  
山﨑　一洋

  

７月21日～23日

自治体学校「憲法をくらしにいかす地方自治」

平戸市議会インターネット議会中継



Q　
病
院
の
経
営
状
況
患
者
動
向
を
踏
ま

え
、
一つ
の
市
に
二
つ
の
市
民
病
院
が
あ
る

こ
と
に
対
し
て
の
考
え
方
は
。

A　
市
長

　

両
病
院
と
も
運
営
状
況
は
お
お
む
ね
良

好
。
市
内
の
人
口
減
少
は
続
い
て
い
る

が
、
医
療
を
必
要
と
す
る
65
歳
以
上
の
年

齢
構
成
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら

医
療
機
関
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
10
年
～
15
年
ほ
ど
は
現
場
の
体
制
を

維
持
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
平
戸
市
に
二
つ
の
市
民
病
院
が

あ
る
意
味
は
、
各
地
域
の
救
急
医
療
を
担

い
「
保
健
」
「
医
療
」
「
福
祉
」
全
て
の

分
野
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
重
要

な
拠
点
施
設
で
、
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と

も
市
民
に
対
し
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
た

め
、
現
状
で
合
併
の
考
え
は
な
い
。

Q　
近
年
、
た
め
池
崩
壊
の
災
害
が
起
こ

っ
て
い
る
が
平
戸
市
の
状
況
は
。

A　
農
林
水
産
部
長

　

対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
箇
所
は
一
カ
所

で
、
修
復
を
行
う
よ
う
に
予
定
し
て
い

る
。
下
流
域
に
主
要
道
路
や
住
宅
が
あ
る

箇
所
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
、
地

域
と
の
リ
ス
ク
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
元
管
理
者
と
も
情
報
を
共
有
し

災
害
予
防
に
努
め
て
い
る
。

Q　
平
戸
市
内
の
商
業
施
設
に
対
し
て
接

客
の
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、何
か
対

策
は
と
っ
て
い
る
の
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

お
も
て
な
し
や
接
遇
向
上
の
取
り
組
み

を
行
な
っ
て
い
る
が
、
一
部
改
善
し
た
店

舗
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
事
業
主
や
従
業

員
の
意
識
が
低
く
、
指
導
改
善
を
行
な
っ

て
も
長
続
き
し
な
い
状
況
。

Q　
世
界
遺
産
登
録
後
の
観
光
客
の
動
向

と
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
建
設
の
必
要
性
を
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

施
設
に
よ
っ
て
違
っ
て
は
い
る
が
微
増

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
の
答
申
、

利
便
性
と
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

も
含
め
、
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
も
建

設
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　
「
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」の
別
の
名
称
を
一
般

公
募
し
て
は
ど
う
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

良
い
考
え
だ
と
思
う
の
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

●
市
立
病
院
に
つ
い
て

●
災
害
時
の
道
路
対
策
と
新
た
な
災
害
対
策
に
つ
い
て

●
産
業
振
興
に
つ
い
て

井元　宏三議員

Q　
平
戸
市
で
は
、
自
然
災
害
（
主
に
台

風
）
等
に
よ
り
被
害
が
出
て
い
る
。
原
発

事
故
や
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
よ
る
災
害
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
平
戸
の
地
域
に
応
じ

た
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

A　
市
長

　

平
戸
市
で
は
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し

て
お
り
、
平
戸
市
の
土
地
条
件
、
社
会
条

件
等
を
踏
ま
え
災
害
予
防
計
画
や
災
害
応

急
対
策
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し
、
年
度

ご
と
に
経
験
を
踏
ま
え
た
充
実
を
図
っ
て

き
て
い
る
。
今
後
も
国
や
県
、
専
門
機

関
、
民
間
事
業
者
、
自
主
防
災
組
織
と
連

携
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
三
つ
の
柱

で
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q　
７
月
初
旬
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
農

地
や
公
共
土
木
災
害
等
で
合
計
２
９
２
カ

所
の
被
害
が
あ
っ
た
と
の
報
告
で
あ
る
が
、

災
害
か
ら
の
避
難
や
警
戒
の
周
知
の
手
段

と
対
応
の
充
実
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A　
総
務
部
長

　

防
災
無
線
は
市
内
に
２
１
５
カ
所
設
置

さ
れ
て
お
り
、
一
度
に
鳴
ら
す
と
共
鳴
す

る
た
め
、
５
分
単
位
で
ず
ら
し
て
放
送
す

る
の
で
、
全
域
に
達
す
る
の
に
約
80
分
か

か
る
。
ま
た
、
室
内
受
信
機
の
設
置
状
況

も
80
％
ほ
ど
で
あ
り
、
防
災
メ
ー
ル
が
一

番
効
率
的
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
現
在
の

登
録
数
は
２,
７
３
０
件
で
約
１
割
程
度
し

か
な
く
、
今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
含
め
て
加

入
促
進
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Q　
離
島
を
抱
え
る
平
戸
市
で
は
原
発
事

故
発
生
時
、
病
院
や
福
祉
施
設
等
か
ら
の

避
難
行
動
は
大
変
困
難
で
あ
る
た
め
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の
施
設
の
補
助
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
整
備
は
で
き

て
い
る
の
か
。

A　
総
務
部
長

　

大
島
と
度
島
で
学
校
施
設
の
整
備
は
し

た
も
の
の
、
医
師
会
等
か
ら
も
要
望
の
あ

る
病
院
や
福
祉
施
設
で
は
事
務
手
続
き
等

が
煩
雑
で
財
政
措
置
が
現
状
で
は
難
し

い
。
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
状
況
は
、
田

助
小
校
区
と
中
の
原
地
区
は
市
役
所
に
５

千
錠
、
田
平
地
区
は
県
北
保
健
所
に
１
万

５
千
錠
、
度
島
地
区
は
度
島
診
療
所
に
２

千
錠
、
大
島
地
区
は
大
島
診
療
所
に
３
千

錠
、
３
歳
児
未
満
の
乳
幼
児
の
た
め
の
ゼ

リ
ー
剤
も
含
め
て
、
住
民
に
満
遍
な
く
行

き
渡
る
よ
う
確
保
し
て
い
る
。

●
安
全
で
安
心
な
市
民
生
活
の
た
め
の
防
災
対
策
の

　

現
状
を
問
う　

●
市
民
と
共
に
つ
く
る
公
立
病
院

　
　
　

Q　
命
に
か
か
わ
る
最
重
要
課
題
と
し
て
、

市
民
と
共
に
つ
く
る
公
立
病
院
を
目
指
し
、

少
子
高
齢
社
会
に
向
け
た
平
戸
市
民
病

院
・
生
月
病
院
の
役
割
は
。

A　
市
長

　

両
病
院
は
救
急
告
示
病
院
で
24
時
間
救

急
患
者
に
対
応
す
る
二
次
医
療
を
担
う
。

採
算
性
等
の
面
か
ら
民
間
医
療
機
関
に
よ

る
提
供
が
困
難
な
医
療
等
を
提
供
す
る
こ

と
が
公
立
病
院
の
役
割
で
あ
る
。

Q　
公
立
病
院
は
、
市
民
に
い
か
に
平
等

で
安
く
医
療
を
提
供
す
る
か
と
い
う
二
つ
の

命
題
を
実
現
す
る
た
め
の
役
割
を
持
ち
、

自
治
体
病
院
が
設
置
さ
れ
た
地
域
の
保
険

医
療
費
は
安
い
傾
向
に
あ
る
。

　

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
機
関
と
し
て
、

不
採
算
部
門
を
担
う
重
要
な
役
割
を
伝
え

る
啓
発
活
動
が
必
要
で
は
。

A　
病
院
局
長

　

不
採
算
地
区
で
あ
る
平
戸
市
民
病
院
・

生
月
病
院
は
、
国
の
財
政
措
置
で
安
定
的

な
経
営
が
継
続
で
き
て
い
る
。

　

生
月
病
院
を
存
続
さ
せ
る
会
、
中
部
地

区
内
か
ら
病
院
経
営
や
医
師
確
保
の
状
況

の
説
明
会
が
求
め
ら
れ
、
積
極
的
な
啓
発

活
動
に
努
め
て
い
る
。

Q　
医
師
の
高
齢
化
お
よ
び
医
師
不
足
は
。

A　
病
院
局
長

　

本
年
６
月
に
総
合
診
療
科
医
師
１
名

（
期
限
半
年
間
）
を
確
保
で
き
た
。

　

ま
た
、
長
崎
大
学
医
学
部
・
長
崎
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
の
依
頼
や
医
師
派
遣
会
社
へ

の
募
集
を
行
な
っ
て
い
る
。
７
月
の
県
知

事
要
望
の
際
に
は
、
①
県
医
学
修
学
資
金

貸
与
条
例
の
勤
務
を
義
務
付
け
る
医
療
機

関
に
両
病
院
を
加
え
る
こ
と
。
②
へ
き
地

公
立
病
院
も
離
島
並
み
の
医
師
確
保
支
援

を
す
る
こ
と
。
③
来
年
度
、
医
師
派
遣
す

る
こ
と
を
要
望
し
た
。

Q　
患
者
（
家
族
等
）
を
中
心
に
据
え
た

チ
ー
ム
医
療
・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
。

A　
福
祉
部
長

　

超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、
誰
も

が
地
域
で
安
心
し
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
医
療
や
福
祉
、
介
護
の
予
防
体
制
を

整
備
し
、
住
ま
い
や
日
常
生
活
の
一
体
的

な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
築
く
。

　
　

従
来
、
平
戸
市
民
病
院
で
は
、
サ

ン
ケ
ア
を
設
置
し
、
先
進
的
に
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。
両
病
院
で
患
者
に
寄

り
添
っ
た
院
内
ポ
ス
ト
や
サ
ー
ビ
ス
向
上

委
員
会
の
活
動
な
ど
高
く
評
価
で
き
る
。

今
後
、
老
人
の
孤
独
死
が
な
く
、
安
心
し

て
平
戸
に
嫁
い
で
も
ら
う
大
切
な
条
件
だ
。

●
市
の
障
害
者
雇
用
率
は
１
．71
％
。
県
内
で
最
低
ク
ラ
ス

　

違
法
状
態
の
是
正
に
は
、
５
人
の
雇
用
が
必
要

●
税
金
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
よ
り
、
暮
ら
し
や
教
育
に

　
　
　

Q　
障
害
者
の
雇
用
水
増
し
が
、
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
中
央
省
庁
は
「
障

害
者
手
帳
」
の
確
認
な
ど
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
守
っ
て
い
な
か
っ
た
。
平
戸
市
で
は
違

反
は
な
い
か
。

A　
総
務
部
長

　

「
障
害
者
手
帳
」
を
確
認
し
て
い
る
。

Q　
市
の
障
害
者
雇
用
率
は
１
・
71
％
。

法
律
で
定
め
ら
れ
た
2.5
％
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
る
。
長
崎
県
内
の
自
治
体
の
中
で
、

最
低
ク
ラ
ス
だ
。
現
在
、
何
人
の
障
害
者

を
雇
用
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
違
法
状

態
を
是
正
す
る
に
は
、
何
人
の
雇
用
が
必

要
か
。

A　
総
務
部
長

　

障
害
者
は
８
人
在
籍
。
う
ち
３
人
が
重

度
障
害
者
。
重
度
障
害
者
は
２
倍
に
計
算

し
て
も
よ
い
の
で
、
11
人
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
2.5
％
を
達
成
す
る
に
は
、
５
人
の

雇
用
が
必
要
。

Q　
違
法
状
態
に
あ
る
現
状
を
ど
う
是

正
す
る
つ
も
り
か
。

A　
市
長

　

周
知
の
方
法
、
要
件
等
に
つ
い
て
再
度

検
討
し
て
い
く
。
身
体
障
害
者
の
み
な
ら

ず
、
知
的
障
害
者
お
よ
び
精
神
障
害
者
の

業
務
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
検
討
し
て
い

く
。

Q　
世
界
遺
産
登
録
後
の
観
光
客
の
動

向
と
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
建
設
の
必
要
性
に
つ
い

て
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

施
設
に
よ
っ
て
違
っ
て
は
い
る
が
微
増

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
の
答
申
、

利
便
性
と
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

も
含
め
、
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
も
建

設
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　
２
億
５
千
万
円
の
税
金
を
使
う
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
建
て
替
え
が
、
本
格
的
に
始
ま
る
。

こ
の
９
月
市
議
会
に
、
４
千
万
円
超
の
補

正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
た
。
事
業
を
一
旦

止
め
て
、
市
民
説
明
会
な
ど
、
市
民
の
声

を
聞
く
機
会
を
設
け
る
べ
き
だ
。
そ
し
て
、

市
民
の
声
に
基
づ
い
て
、
計
画
を
抜
本
的

に
見
直
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
建
て
替
え

を
中
止
す
べ
き
だ
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

整
備
活
用
検
討
委
員
会
に
は
十
分
に
市

民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
議
員
と

も
に
十
分
意
見
交
換
を
し
て
き
た
。
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Q　
平
戸
市
は
恵
ま
れ
た
地
理
的
条
件
か

ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
盛
ん

（
大
型
風
力
発
電
設
備
は
市
営
１
、
三
セ

ク
３
、
民
間
２
の
計
６
カ
所
で
25
基
が
稼

動
す
る
。
大
型
太
陽
光
発
電
施
設
は
７
カ

所
稼
働
中
）
で
、
平
成
24
年
に
「
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」（
注
：以
降「
エ
ネ
パ
」

と
表
記
）
に
認
定
さ
れ
た
。
７
年
た
ち
、

改
め
て
平
戸
市
が
目
指
す
政
策
に
つ
い
て
た

だ
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
取
制
度
）
の
動
向
な
ど
先
行
き
不
透

明
な
中
、「
平
戸
市
エ
ネ
パ
運
営
協
議
会
」

（
注
：
以
降
「
協
議
会
」
と
表
記
）
は
鳴

り
を
潜
め
た
感
が
あ
る
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

風
サ
ミ
ッ
ト
を
最
後
に
協
議
会
は
開
催

し
て
お
ら
ず
、
本
年
５
月
に
発
電
事
業
者

か
ら
「
計
画
内
容
の
実
現
は
困
難
」
と
い

う
意
見
を
頂
い
た
。
事
業
者
や
地
域
住
民

に
有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う
計
画
内
容

を
見
直
し
た
い
。

Q　
地
域
新
電
力
事
業
に
期
待
す
る
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

有
益
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q　
市
営
生
月
町
風
力
発
電
所
の
改
修
計

画
や
方
針
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　
生
月
支
所
長

　

平
成
32
年
で
耐
用
年
数
の
20
年
と
な

る
。
ま
た
同
年
10
月
に
は
売
電
価
格
が
下

が
る
見
込
み
の
た
め
解
体
の
方
向
で
考
え

て
き
た
。

　

し
か
し
、
近
年
大
き
な
故
障
も
な
く
順

調
に
稼
動
し
て
い
る
た
め
、
譲
渡
の
可
能

性
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

Q　
世
界
遺
産
や
平
戸
市
景
観
計
画
の
関

係
で
建
て
直
し
で
き
な
い
と
聞
く
が
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

世
界
遺
産
の
緩
衝
地
帯
、
景
観
計
画
重

点
区
域
、
重
要
文
化
的
景
観
選
定
地
域
で

は
風
力
発
電
施
設
の
新
設
を
抑
制
し
て
い

る
。
当
施
設
は
景
観
計
画
重
点
区
域
内
に

あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
直
営
施
設
は
建
て
直
し

不
可
、
直
営
施
設
以
外
は
今
後
１
回
の
み

建
て
直
し
可
と
す
る
。

Q　
生
業
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
。

エ
ネ
パ
計
画
書
に
も
「
過
去
お
よ
び
現
在

に
お
け
る
先
進
地
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
」
と

あ
る
。
相
反
す
る
方
針
だ
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
相
い
れ
な
い
こ
と

を
書
い
て
い
る
。
補
助
事
業
が
使
え
る
重

要
文
化
的
景
観
の
追
加
選
定
を
予
定
し
て

い
る
の
で
活
用
し
両
立
を
模
索
す
る
。

●
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
第
二
章

●
県
道
・
国
道
の
高
枝
切
り
に
つ
い
て

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
格
差
是
正
に
つ
い
て

　
　
　

Q　
市
政
懇
談
会
に
お
い
て
県
・
国
道
の

高
枝
切
り
の
要
望
が
多
く
出
て
い
た
が
、

観
光
地
と
し
て
世
界
遺
産
登
録
後
、
観
光

客
も
驚
く
よ
う
な
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
見
え

な
い
く
ら
い
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
雑
草

や
大
木
や
竹
が
両
サ
イ
ド
か
ら
伸
び
た
状

態
で
ト
ン
ネ
ル
化
し
て
い
る
国
道
３
８
３
号

線
の
現
状
で
あ
る
。
市
民
・
観
光
客
が
安

心
安
全
に
利
用
で
き
る
道
路
と
し
て
市
独

自
の
対
応
策
は
。

A　
市
長

　

県
・
国
道
の
伐
採
に
関
し
て
は
、
県
の

事
業
で
あ
る
。
危
険
な
箇
所
の
写
真
・
位

置
図
を
添
付
し
、
管
理
所
管
で
あ
る
県
に

報
告
し
て
い
る
。
県
は
通
行
に
支
障
が
あ

る
場
所
は
、
所
有
者
の
同
意
を
得
て
、
車

道
は
高
さ
4.5
ｍ
、
歩
道
は
高
さ
2.5
ｍ
の
範

囲
で
伐
採
を
す
る
。

Q　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
あ
る
が
、
道

路
の
除
草
と
か
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
汚
れ
て
い

れ
ば
拭
い
た
り
す
る
の
が
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

車
の
役
割
で
は
。

A　
建
設
部
長

　

平
戸
・
松
浦
地
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
年

間
委
託
料
は
約
１
千
万
円
。
道
路
の
監
視

業
務
で
軽
微
な
作
業
を
す
る
。

Q　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
是
正
に
向
け

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

A　
総
務
部
長

　

平
成
28
年
度
の
途
中
か
ら
中
部
・
南
部

出
張
所
に
パ
ー
ト
職
員
を
配
置
し
た
。
本

年
度
よ
り
館
長
を
特
別
職
の
非
常
勤
に
改

め
、
館
長
以
外
の
正
規
職
員
を
２
人
体
制

と
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
公
民
館

充
実
に
努
め
て
い
る
。

Q　
中
部
出
張
所
・
南
部
出
張
所
に
は
公

用
車
が
１
台
も
無
い
状
態
だ
が
。

A　
田
平
支
所
長
・
生
月
支
所
長

　

田
平
支
所
は
正
規
職
員
11
人
で
公
用
車

３
台
配
置
し
て
い
る
。

　

生
月
支
所
は
正
規
職
員
11
人
・
臨
時
職

員
２
人
で
公
用
車
４
台
配
置
し
て
い
る
。

A　
副
市
長

　

人
員
の
配
置
、
公
用
車
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
確
か
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
を

図
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
今
後
の
検
討
課

題
で
あ
る
と
思
う
。

Q　
平
成
29
年
度
の
全
地
区
の
陳
情
要
望

の
成
果
は
、
北
部
59
％
、
中
部
54
％
、
南

部
56
％
、
生
月
79
％
、
田
平
63
％
、
大
島

57
％
で
あ
る
が
、
違
い
は
な
ぜ
か
。

A　
副
市
長

　

陳
情
要
望
の
中
身
を
十
分
に
精
査
す
る
。

●
持
続
可
能
な
公
立
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
　
　

Q　
公
立
病
院
が
今
後
と
も
地
域
に
お
い

て
必
要
な
医
療
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
、
抜
本
的
な
改
革
は

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
本
市
の

両
病
院
も
例
外
で
は
な
く
、
医
師
確
保
に

つ
い
て
は
、
長
年
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
が
、
現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

A　
病
院
局
長

　

病
院
局
の
大
き
な
課
題
が
、
年
々
厳
し

く
な
る
医
師
確
保
や
医
師
の
高
齢
化
で
あ

る
。
今
年
度
当
初
で
、
平
戸
市
民
病
院
は

常
勤
医
師
６
人
、
非
常
勤
医
師
１
人
、
常

勤
換
算
で
6.5
人
。
生
月
病
院
は
常
勤
医
師

４
人
で
従
事
し
て
い
る
。
本
来
の
医
師
必

要
数
は
、
平
戸
市
民
病
院
で
8.7
人
、
生
月

病
院
で
5.6
人
。
不
足
す
る
医
師
は
、
長
崎

大
学
病
院
や
労
災
病
院
、
長
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
な
ど
か
ら
診
療
応
援
を
受
け
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
言
え
る
。

Q　
医
療
費
の
推
移
は
、
平
成
29
年
度
決

算
で
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

社
保
関
係
を
合
わ
せ
る
と
総
額
で
約
１
３

０
億
円
程
度
の
医
療
費
を
要
し
て
い
る
と

思
う
が
、
公
立
病
院
を
維
持
継
続
す
る
た

め
に
は
、
平
戸
市
民
が
市
内
の
病
院
を
ど

れ
だ
け
利
用
す
る
か
で
あ
る
。
平
戸
市
民

ま
た
は
近
隣
自
治
体
の
市
民
が
市
内
病
院

を
利
用
す
る
比
率
を
分
か
っ
て
い
る
範
囲

で
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A　
病
院
局
長

　

外
来
患
者
数
の
流
出
入
動
向
と
い
う
数

字
が
あ
る
。
こ
れ
は
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど

市
民
が
地
元
の
病
院
を
利
用
し
て
い
る
数

字
に
な
る
。
本
市
の
場
合
は
、
平
成
27
年

度
は
68
・
９
％
、
松
浦
市
は
34
・
29
％
。

佐
世
保
市
や
伊
万
里
市
に
流
れ
て
い
る
の

が
見
て
取
れ
る
。
な
お
、
佐
世
保
市
は

92
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

A　
平
戸
市
民
病
院
長

　

市
内
の
医
療
機
関
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
医
療
費
の
適
正
化
が
図
ら
れ

る
。
平
戸
市
民
本
人
の
持
っ
て
い
る
医
療

上
の
履
歴
を
知
ら
な
い
医
療
機
関
で
は
、

最
初
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
診
察
が
始
ま
り
、
そ
れ
に
伴
う
多
額

の
医
療
費
を
要
す
る
。

　

本
市
の
医
療
機
関
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
人
の
持
っ
て
い
る
履
歴
、
服

薬
の
状
況
な
ど
も
分
か
る
の
で
、
市
内
の

医
療
機
関
を
活
用
し
、
健
康
相
談
が
で
き

る
医
師
を
つ
く
る
よ
う
に
各
地
域
で
健
康

教
室
を
通
じ
て
市
民
の
理
解
を
求
め
て
い

る
。

平成３０年９月定例会、７人の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）市政を問う！平成30年9月定例会
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こ
こ
に
注
目

審
議
案
件

視
察
報
告

委
員
会
報
告

こ
こ
に
注
目

委
員
会
報
告

政
務
活
動
報
告

審
議
案
件

一
般
質
問

子
ど
も
議
会

こ
こ
に
注
目

委
員
会
報
告

審
議
案
件

政
務
活
動
報
告

一
般
質
問

子
ど
も
議
会

近藤　芳人議員

松尾　実議員 竹山　俊郎議員

一
般
質
問
と
は
？

　

市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な

こ
と
を
質
問
し
ま
す
。　
　

　

な
お
、
一
般
質
問
の
模
様
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
し
て
お
り
、
過

去
の
一
般
質
問
の
録
画
中
継
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、「
平
戸
市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※○は一般質問を行なったとき。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

副議長
議長

議席
番号 氏　名 備　考 一

般

質

問

平
戸
市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継

平成29年
12月定例会

平成30年
３月定例会

平成30年
６月定例会

平成30年
９月定例会

○
○

―

○
○

○
○
○
○

○

山﨑　一洋
池田　稔巳
山田　能新
大久保　堅太
田島　輝美
山内　政夫
松尾　実
小山田　輔雄
神田　全記
近藤　芳人
井元　宏三
松本　正治
辻　賢治
　住　威三美
竹山　俊郎
山本　芳久
山内　清二
綾香　良一

○
○

―
○
○
○

○
○
○
○

○

○
○

―

○
○
○

○
○
○

○
○

―

○
○

○
○

○



「産業について」 「産業について」 「新たな産業の構築に
ついて」

Ｑ　今後も農業・漁業を持続させ
るためにも、若者へのサポートが
重要。現状と今後のサポートは？
Ａ　関係機関と連携し、技術研修
の場の設定やその後のフォロー
アップ、研修期間中の生活資金の
支給などを行なっている。今後も
一人でも多くの若者に就業しても
らえるよう、産地と一体となって
新規就業者を育てていく取り組み
を推進していく。

Ｑ　平戸産品のブランド化事業に
ついて、どのようなことに取り組
んでいるか。
Ａ　首都圏、関西圏、福岡都市圏
でアンテナショップや公認飲食店
の開設、総合デパートでの観光物
産展など、平戸の知名度向上や販
路・取引拡大を図れる取り組みを
行なっており、地元生産者や加工
業者などの所得向上にもつながっ
ている。

Ｑ　雇用機会拡大のために行なっ
ていることは？将来、ビジネスを
始める場合、市から何らかの支援
はあるか。
Ａ　地場企業の設備投資の促進や
市外から優良企業を誘致し、雇用
機会の拡大を図る。新たにビジネ
スを始める際には、商工団体など
と連携し、専門家を招いての勉強
会や個別創業相談会を実施。操業
する際に必要な資金の一部補助を
行なっている。

「平戸市の教育につい
て」

「スポーツの競技力向
上について」

「スポーツの競技力向
上について」

Ｑ　学力向上のために、生徒が理
解しやすい環境整備が望まれる。
どう取り組もうとしているのか。
Ａ　ＩＣＴ教育環境の整備やイン
グリシュ・タウン事業など独自政
策を交え、学力向上を目指してい
る。全国調査では、市内半数の学
校が県の平均を上回っている。全
体を良くするためにも、皆さんが
中心になって高め合う雰囲気を
作ってもらいたい。

Ｑ　全国レベルの選手育成のため
に、どのような方策を考え、実行
しているのか。
Ａ　生徒数の減少により部活動の
維持が大変なところもあるが、活
躍する選手もいるので、現状を伸
ばす支援を考えている。そのため
に、レベルの高い相手との対戦機
会の創出、指導力の向上、全国大
会など遠征を後押しする補助制度
を推進する。

Ｑ　市全体の競技力向上のため
に、優れた指導者を誘致したり、
技能向上を図れる企画を考えてい
ないのか。
Ａ　本市のスポーツを推進する組
織として、平戸市体育協会がある。
競技団体によっては、大会の企画
運営や外部コーチなどの指導者を
見つける手助けも行なっていただ
いている。選手自らがメリハリを
持って取り組める環境整備を支援
していきたい。

「生涯を通した健康づ
くりの推進について」

「生涯を通した健康づ
くりの推進について」

「文化財の保存につい
て」

Ｑ　メタボの該当者が男女ともに
県内の市町村で第 1 位であった。
市民もこの状況を知らないはず。
周知すべき。
Ａ　メタボ状態は痛くもかゆくも
なく、改善に関心を持たせること
が難しい。昨年、広報ひらどで特
集を組み、健康づくりの取り組み
についてお知らせした。出前講座
や各地区の健康づくり推進員さん
と協力し、健診の大事さをもっと
伝えていきたい。

Ｑ　メタボになる前に、市民一人
一人が生活習慣を見直したり、健
康意識を高める取り組みを考えて
は？
Ａ　平戸市の健康診査の受診者
は、平成 29 年度で 3,892 人、受
診率は 55.7％と県内の市では１
位であった。土曜日・日曜日の休
日健診や、夜間健診も行なってい
るので活用してもらいたい。皆さ
んも「早寝早起き朝ごはん」で、
ぜひ規則正しい生活を。　　

Ｑ　今回世界遺産に登録された場
所だけでなく、平戸には関連する
場所が多くある。どう守っていく
のか。
Ａ　神聖な場所での振る舞い方を
知らないであろうことに着目し、
観光客に文化財の価値や見学マ
ナーを伝える取り組みを進めてい
る。地域の宝に触れてもらうこと
で、自分のまちを誇りに思うこと
にもなる。適切な活用で、宝を未
来につなげていく。

「統廃合後の校舎の活
用について」

「通学路の安全確保に
ついて」

「通学路の安全確保に
ついて」

Ｑ　統廃合後の堤・中津良小学校
の校舎の活用について、「学校跡
地利用検討協議会」ではどのよう
に話が進んでいるか。
Ａ　協議会からはさまざまな意見
がある。教育委員会では、全国の
廃校活用の成功事例などを紹介し
ている。跡地利用については、土
台づくりが重要であるため、地元
協議会の意見を優先し、有益な施
設利活用となるよう協議を重ねた
い。

Ｑ　通学路の防犯灯が少ない、歩
道が少なく、道路の路肩に草が生
い茂り危険との声を聞く。市の対
応は？
Ａ　防犯灯は自治会長からの申請
により市が補助して設置してい
る。夜道を一人で歩かないなど危
険を回避する意識を持つことも重
要。歩道の新設は事故が多い箇所
など現場の状況を見て検討。草な
どが生い茂り危険な場所は、現場
確認後対応する。

Ｑ　南部地区には空き家が多くあ
り、通学路には今にも壊れそうな
空き家もあり危険だ。市の対応
は？
Ａ　通学路付近の危険な空き家は
数年前から所有者に指導してい
る。また、所有者が不明の場合や
管理拒否の空き家は、網かけなど
の飛散防止や落下防止対策を行
なっている。今後も地域と一体と
なり、安全・安心な協働のまちづ
くりに努める。

「平戸市の財政状況に
ついて」

「平戸市の財政状況に
ついて」

「平戸市の行財政経営
について」

Ｑ　平戸市が夕張市のように財政
破綻した場合どうなるか。そうな
らないために私たちにできること
は？
Ａ　市民税・水道料金の引き上げ、
公共施設の廃止や市の裁量で予算
を編成できなくなる。中学生の皆
さんには、公共施設の備品などを
大切に使い、また、学業に専念し、
将来の平戸市を担う人材として十
分な知識を身につけてほしい。

Ｑ　現在の平戸市の財政状況な
ど、過去10年との比較や今後10
年の見通し、県内市町との比較に
ついて問う。
Ａ　財政健全化に積極的に取り組
んでおり、財政状況は良好。今後
10年は、現時点では人口減少な
どにより税収などが減少し、予算
規模も縮小されると考える。本市
の財政は他市町と比較すると厳し
い状況であり、今後も一層財政健
全化に努める。

Ｑ　現在の平戸市の行財政運営は
具体的にどのようなものか？
Ａ　現在、行財政運営は良好だ
が、人口減少が続く今後を予測す
れば大変厳しい状況にある。財政
収支の均衡を保つため、平戸市財
政健全化計画・第２次計画を策定
し、平成29年度から５カ年の改
善目標額を５億円減額と定め、最
終的な目標数値を達成するための
取り組みを推進している。

　８月10日（金）、平戸市議会議場で「平成30年度平戸市子ども議会」を開催しました。本年度よ
り市内の中学校を２つのグループに分け、今年度は５校の中学校から各３人が学校代表として一般
質問を行いました。子ども議員の皆さんは、最初は緊張した面持ちでしたが、一般質問が始まると
堂々と登壇し、素晴らしい議論を繰り広げました。

８月10日（金
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